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水
戸
藩
に
仕
え
た
幕
末
の
数

学
者
、
落
合
周
八
郎
俊
明
は
、

落
合
家
の
次
男
と
し
て
、
寛
政

年
間
、
甲
州
郡
内
領
葛
野
村

（
現
大
月
市
七
保
町
葛
野
一
五

七
六
落
合
孝
一
郎
方
）
屋
号
は

大
屋
に
生
ま
れ
る
。
幼
少
の
頃

天
童
と
称
さ
れ
寺
子
屋
で
学
問

に
励
み
、
成
人
し
て
甲
州
に
文

化
年
間
遊
歴
し
て
き
た
「
最
上

流
」
の
数
学
者
、
安
永
惟
正
に

師
事
し
弟
子
と
な
り
数
学
を
学

び
筆
頭
と
な
っ
た
。

　
佐
藤
健
一
氏
の
著
書
、
『
甲

州
一
揆
・
犬
目
の
平
助
逃
亡

記
』
に
よ
る
と
、

■
教
育
熱
心
な
甲
州
人

　
庶
民
の
教
育
は
、
普
通
寺
子

屋
で
行
わ
れ
、
そ
の
数
が
多
く
、

内
容
は
「
読
み
、
書
き
、
そ
ろ

ば
ん
」
と
い
う
実
生
活
と
直
結

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
子
供
達

は
年
齢
に
応
じ
て
友
達
と
遊
ん

だ
り
、
家
で
は
祖
父
母
・
父
母
、

兄
姉
を
通
し
て
家
事
や
家
職
を

見
習
っ
て
成
長
し
た
が
、
こ
れ

だ
け
で
は
一
人
前
の
人
間
と
し

て
不
十
分
で
、
文
字
が
読
め
、

書
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
「
そ

ろ
ば
ん
」
を
使
い
四
則
計
算
を

習
っ
た
。
江
戸
時
代
は
学
校
制

度
は
公
的
に
な
く
、
各
藩
で
必

要
性
を
認
め
れ
ば
藩
校
を
設
置

し
た
。
藩
校
へ
の
入
学
に
は
、

第
一
は
藩
士
は
藩
の
命
令
で
、

年
齢
に
達
す
れ
ば
入
学
す
る
。

第
二
は
、
藩
士
の
自
由
意
思
で

の
入
学
。
平
民
子
弟
で
も
入
学

が
許
可
さ
れ
る
所
も
あ
り
、
農

民
の
子
弟
は
入
学
が
許
さ
れ
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
あ
っ
た
。
創
立
年
代
は
、

天
明
・
寛
政
年
間
（
一
七
八
一

～
一
八
〇
〇
）
が
群
を
抜
い
て

多
い
。
こ
の
時
期
は
各
藩
と
も

教
育
の
重
大
性
を
認
め
、
藩
士

を
教
育
す
る
こ
と
が
藩
政
を
立

て
直
す
と
の
考
え
で
あ
っ
た
。

日
本
の
総
人
口
の
八
割
を
占
め

る
農
民
も
、
寺
子
屋
に
通
い
、

『
農
業
従
来
』
や
「
そ
ろ
ば

ん
」
の
本
を
教
科
書
と
し
て
、

六
才
ぐ
ら
い
か
ら
六
年
あ
る
い

は
十
二
年
間
学
ん
だ
。
「
そ
ろ

ば
ん
」
で
四
則
の
計
算
が
出
来

る
よ
う
に
な
る
と
開
平
法
や
開

立
法
を
学
び
、
金
銀
銭
の
間
の

両
替
の
計
算
や
利
益
の
計
算
、

年
貢
の
金
額
の
計
算
な
ど
練
習

し
た
。
甲
州
は
国
中
、
郡
内
を

問
わ
ず
、
米
作
以
外
の
収
入
の

道
が
あ
り
、
江
戸
の
市
場
に
出

荷
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の

農
村
に
は
見
ら
れ
な
い
都
会
を

意
識
し
た
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
寺
子
屋
・
塾
・
郷
学
校
、

藩
校
な
ど
あ
る
理
由
の
一
つ
と

思
わ
れ
る
。
甲
府
に
は
学
問
所

（
薇
典
館
）
が
、
寛
政
年
間
甲

府
勤
番
与
力
富
田
富
五
郎
の
手

で
設
置
さ
れ
た
。
入
学
を
許
さ

れ
た
が
天
保
十
四
年
（
一
八
四

三
）
か
ら
誰
で
も
入
学
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
。

■
甲
府
の
数
学
者
は
時
給
自
足

　
郡
内
に
近
い
八
代
郡
に
は
曲

学
館
と
い
う
郷
学
校
が
あ
っ
た
。

石
和
教
論
所
で
文
政
七
年
（
一

八
二
四
）
石
和
の
揆
代
官
山
本

大
善
が
支
配
下
の
人
々
の
教
育

の
た
め
、
幕
府
に
申
請
し
設
立

し
た
。

　
甲
州
一
揆
が
終
わ
り
、
間
も

な
く
代
官
が
農
民
の
教
育
に
目

を
向
け
た
の
は
、
何
故
だ
ろ
う

か
？
石
和
の
代
官
山
本
大
善
が

幕
府
に
提
出
し
た
伺
い
書
の
中

に
は
、
「
山
間
の
土
地
は
生
活

に
困
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
農

業
も
未
熟
で
、
風
俗
も
良
く
な

い
。
自
分
の
支
配
地
を
廻
村
し

て
、
い
ろ
い
ろ
手
を
尽
く
し
た

が
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
の
で
、

学
校
を
作
り
た
い
。
」
こ
の
考

え
は
郡
内
の
谷
村
代
官
佐
々
木

道
太
郎
も
同
調
し
、
石
和
と
同

様
に
郷
学
校
と
し
て
幕
府
に
お

願
い
出
た
に
違
い
な
い
。
教
授

内
容
が
二
つ
の
郷
学
校
が
同
じ

で
あ
っ
た
。
郡
内
の
郷
学
校
は

「
興
譲
館
」
と
言
う
。
天
保
十

三
年
（
一
八
四
二
）
佐
々
木
が

手
代
の
平
塚
平
八
郎
の
助
け
を

借
り
て
始
め
た
。

　
文
部
省
編
『
日
本
教
育
資

料
』
（
明
治
二
十
五
年
）
に
よ

れ
ば
郡
内
に
は
寺
子
屋
は
二
十

六
軒
が
あ
り
、
生
徒
二
二
九
九

人
、
教
師
三
〇
人
が
い
た
。
郡

内
の
人
口
六
万
人
、
こ
の
数
は

村
の
主
な
家
の
子
弟
は
寺
子
屋

に
通
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
郡
内
で
は
年
貢
を
米
で
納
め

な
い
こ
と
も
あ
り
、
郡
内
織
り

に
よ
る
収
入
も
あ
り
、
商
人
と

取
引
す
る
家
も
多
く
、
実
用
的

な
「
そ
ろ
ば
ん
」
の
教
育
を
ど

の
寺
子
屋
で
も
行
っ
て
い
た
。

　
江
戸
時
代
も
末
期
に
な
る
と
、

数
学
の
世
界
も
大
分
複
雑
に
な

っ
て
、
我
が
国
の
数
学
レ
ベ
ル

は
当
時
相
当
高
く
、
そ
の
解
き

方
や
表
現
法
な
ど
も
い
く
つ
も

発
見
さ
れ
研
究
さ
れ
て
い
た
。

現
在
の
大
学
の
研
究
室
と
同
様

に
グ
ル
ー
プ
で
研
究
が
進
め
ら

れ
、
そ
れ
が
流
派
の
形
で
存
在

し
て
い
た
。
〇
〇
流
、
×
×
流

と
言
い
、
特
に
大
き
な
も
の
は

関
孝
和
と
そ
の
子
弟
達
の
「
関

流
」
で
全
国
的
に
普
及
し
て
い

た
。
　
甲
州
に
は
「
甲
陽
軍
艦
」
と

い
う
書
が
あ
る
。
武
田
信
玄
を

中
心
と
す
る
甲
州
武
士
の
心
講

え
や
理
想
、
軍
学
が
書
か
れ
た

本
が
あ
り
、
そ
の
軍
学
を
数
学

に
置
き
換
え
る
と
「
甲
陽
算

鑑
」
と
な
る
。
「
二
一
天
作
」

と
言
う
大
衆
向
け
の
数
学
書
を

著
わ
し
江
戸
で
著
名
な
安
永
惟

正
は
、
文
化
年
間
石
和
に
遊
歴

し
、
数
学
を
教
え
た
。
安
永
は

「
最
上
流
」
の
初
等
数
学
書

「
算
法
童
蒙
知
律
」
の
内
容
を

取
り
入
れ
た
本
を
書
き
「
甲
陽

算
鑑
童
蒙
知
律
」
と
称
し
て
文

化
十
三
年
に
刊
行
し
た
。
甲
州

に
は
既
に
い
く
つ
か
の
数
学
書

が
刊
行
さ
れ
て
い
て
初
心
者
に

は
理
解
し
難
し
い
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
の
で
、
安
永
は
弟
子
に

自
分
の
算
法
を
教
え
て
比
較
さ

せ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由

は
甲
州
独
特
の
三
ヶ
条
の
法

「
大
小
切
法
」
「
金
銀
貨
銭
に

甲
金
法
」
「
量
数
に
三
升
枡

法
」
の
こ
と
で
他
と
は
異
な
っ

て
い
た
。
そ
の
た
め
「
甲
陽
算

鑑
童
蒙
知
律
」
は
弟
子
た
ち
の

強
い
希
望
で
刊
行
し
た
。
巻
末

で
甲
州
の
力
の
あ
る
弟
子
五
人

が
跋
文
を
書
い
て
い
る
。

郡
内
領
葛
野
村
　
　
落
合
周
八

郎
俊
明
・

山
梨
万
力
村
平
松
林
語
保
定
・

同
松
本
村
　
　
注
連
木
左
兵
衛

徳
隆
辺
見
領
谷
戸
村
　
三
井
五
兵
衛

徳
音
府
城
東
石
和
駅
　
土
屋
重
郎
佐

衛
門
正
直

筆
頭
に
落
合
周
八
郎
俊
明
の
名

が
書
か
れ
て
い
る
。
免
許
は
文

化
十
年
（
一
八
一
三
）
ご
ろ
受

け
て
い
る
。
ま
た
水
戸
藩
に
て

数
学
の
力
を
生
か
し
て
仕
え
た

と
言
わ
れ
、
甲
州
で
は
最
も
優

れ
た
数
学
者
で
あ
っ
た
。

　
葛
野
の
福
泉
寺
の
話
で
は
、

水
戸
藩
江
戸
邸
で
織
物
な
ど
を

扱
う
役
職
に
付
か
れ
て
い
た
と

も
言
わ
れ
、
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。
ま
た
、
江
戸
で
寺
子
屋
を

開
い
て
い
た
と
も
言
う
。
葛
野

に
住
ん
で
い
た
時
に
も
弟
子
を

取
っ
て
教
え
て
い
た
。
犬
目
村

の
平
助
も
ま
た
落
合
に
師
事
し

て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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■
訂
正
と
お
詫
び

こ
の
度
、
当
社
発
刊
の
「
大
月

人
物
伝
」
の
文
中
、
天
野
董
平

様
の
お
名
前
を
薫
平
と
、
志
村

令
郎
様
の
兄
、
哲
良
を
哲
郎
と
、

村
上
雅
則
様
の
お
名
前
を
正
則

と
、
９
０
頁
龍
太
様
を
龍
大
と

ま
た
西
室
平
様
の
顔
写
真
を
他

の
人
と
誤
っ
て
掲
載
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
改
め
て
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

落合　周八郎俊明
幕末の数学者
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